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論文内容要旨
 小窩裂溝部の初期齲蝕症状の一つに探針による触診時の結着感があり,この所見を示す裂溝は
 sticky{issureと呼ばれている。このstickyfissureを客観的に定義するため,すでに著者らは,
 stickyな感覚があると診査者が判定した際の小窩裂溝の粘着力を測定する機器を開発し,抜去歯
 を用いてst量ckyf量ssureの粘着力の瀾定を行ったが,小窩裂溝の着色や形態等の肉眼的所見から
 の予漏によって診査老のst圭cky感は大ぎく影響されていると思われる成績を得た。そこで診査
 者が予測することによる影響を避け,探針を介しての手指感覚のみによって粘着力を弁別するよ
 うに実験を計画し,診査者の手指による粘着感覚と粘養方の大きさとの関係について検討した。
 本砺究では,抜去歯の代わりに繰り返しst量cky感の実験がでぎる軟質塩化ビニール板を試料
 としで用い,これに刺入した探針先端を引き抜く際の粘り付く力を灘寇すると共に,この粘着力
 を歯科集団検診に熟練した歯科医6名が手指感覚によってr粕著感が識別できた」,r粘着感が不
 明だった」,r粘着感がなかった」の3基準に弁別した。その中,st圭cky飴s環eの判定に重要な
 r粘蒼感が識別でぎた」とr精着感が不明だった」とを各歯科医が弁別した点を推定するため,
 仮の弁別点における緻感度と特異度を計算し,敏感度と特異度が共に1に近い点を求める指標と
 して敏感度と特異度の積である弁別度を算出した。この値が最大となる点が各歯科医の弁別点で
 あり,6名の歯科医についての成績を比較検討して以下の結論を得た。
 1.実験輯象の粘着力は33.9から462.1gの範闘にあった。このうち手指感覚によりr粘着感
 が識別でぎた」群に振り当てた粘着力の各歯科医についての平均値は135、4から244Jgで,
 r粘着感が不明だった」群に振り当てた粘着力の各歯科医についての平均値は83.3から
 i73.Ogであり,大きな差が存在した。
 2.「粘着感が識刷でぎた」群とr粘着感が不明だった」群に分別した粘藩力の平均値間の差
 が大きい程,あるいはそれぞれの群についての標準偏差が小さい程,最大弁別度は1に近く
 なる傾向が認められた。しかし歯科医Cと歯科医Dにおいてはその両者に大差がなかったに
 もかかわらず,Cの最大弁別度はDのそれよりかなり大ぎい値を示した。この理由は,Cに
 おけるr粘着感が識別でぎた」群と「粘着感が不明だった」群の度数分布型が共に平均値の
 周囲に集中する尖った分布型であり,Dのそれらが傭平な分布型であるためであった。
 3.弁別点は,最小値を示した歯科医Aの王06、1～106.7gから最大値を示した歯科医Bの
 232・9～244.7gまであり,その間に126・2gの大差がみられ・sticky至issureの判定は各歯
 科医により差のあることが判明した。
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審査結果要旨
 小窩裂溝における齲蝕の初期症状の一つとして,探針による触診時のsticky感がある。この
 所見を有する裂溝はst圭ckyfiss雛eと呼ばれ,従来から当該部の齲蝕の判定基準として重視され,
 病理緯織学的所見との関係ならびに予後についての研究等が実施されてきた。しかし,この
 sticky感の感知は診査者の主観に頼らざるを得ないことから,齲蝕の疫学的研究における資料の
 客観性及び再現性の確保のためには,このst圭ckyfissureを齲蝕として扱うべきかどうかについ
 て議論のあるところであり,科学的根拠を示しての解明が求められている。
 本研究は,申請煮が考案した粘着力測定機を用いて,複数実験者のst圭cky感の弁別能と実際
 の粘養力の大きさとの関係について検討を加えたものである。先ず齲蝕性小窩裂溝の代馬として
 sticky感の繰り返し実験がでぎる軟質塩化ビニール板を用い,これに刺入した探針先端を実験者
 (集団歯科検診に熟練した6名の歯科医)が引き抜く際の結着力を測定すると共に,実験者はそ
 の際の手指感覚によってr粘着感が識別できた」,r粘蒼感が不明だった」,r粘蒼感がなかった」
 の3群に弁別した。このうち,stickyfiss雛eの判定に重要な前2老を各実験者が弁別した点を
 推定するため,仮の弁別点における敏感度と特異度を計算し,その両者が共に最も1に近い点を
 求める指標として両鬢の積である弁別度を算申しこの値が最大を示した点が実験者の弁別点と考
 えた。そして,6名の実験者についての成績を比較して以下の勝見を得た。
 Lr粘着感が識別できた」と判定した各実験者における粘着力平均値は135.4～244.Igの範
 騰にあった。r粘着感が不明だった」と判定した各実験春における結着力平均値は83.3～
 i73.Ogであり,かなり大きな個人差があった。
 2.r粘着感が識別できた」とr粘着感が不明だった」に各実験者が判定した粘着力平均値間
 の差が大きい程,また,それぞれの標準偏差が小さい程,実験巻の最大弁別度は1に近くな
 る傾向があった。
 3、弁別点は,最小値であった実験者Aの106.i～106.7gから最大値を示した実験者Bの
 232'9～244・7gまで,かなりの差があり,sticky感の判定には大きな個人差のあることが
 判明した。
 4・再現性の高い資料を得ることに重点を置く齲蝕の疫学調査においては,上記の理由により
 現在はstickyf呈ssureを除外せざるを得ないと結論した。
 以上のごとく本研究は,st量cky{issure検串における判定者の個人差について,申請者の考案
 した粘着力測定機を用いて明確にすると共に,その個人差の為に疫学調査においては齲蝕判定基
 準からstickyfissureを除外せざるを得ない根拠を明示しており,この分野への貢献は大きい。
 よって本研究は歯学博士の学位授与に値するものと認定する。
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